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１．位置・地勢・面積 

位 置  極東・東経 142゜10′43″ 面 積  574.27 ㎢ 周 囲 162.4 ㎞ 
極西・東経 141゜39′48″  東 西  40.8 ㎞ 

極南・北緯 44゜52′44″  南 北  20.8 ㎞ 

極北・東経 45゜06′02″  海岸線  18.2 ㎞ 

本町は、北海道宗谷総合振興局管内４町村（豊富町・猿払村・ 浜頓別町・中頓別町）に囲まれ、

西は日本海に面し、南西部は天塩川を境として留萌振興局管内天塩町に接し、南は上川総合振興

局管内中川町に隣接している。 

 

 

２．町のあゆみと概況 

明治３２年  本願寺、天塩、法華宗の各農場ができた（町開基） 

明治３６年  天塩村外２村戸長役場の設置、これに属した 

明治４２年  幌延村外１村戸長役場の設置（旧大曲） 

大正 ８年  二級町村制を施行「幌延村」となった 

昭和３５年  町制を施行「幌延町」となった（人口 7,438 人） 

昭和４３年  町開基７０年記念式典・町章を決定 

昭和４５年  町制施行１０年記念式典 

昭和５３年  町開基８０周年記念式典 

平成 ３年  役場新庁舎落成 

平成１０年  町開基１００周年記念式典 

平成１５年  西天北五町衛生施設組合「クリーンセンター」・「リサイクルプラザ」落成 

平成２１年  幌延町まちづくり基本条例の制定 

平成２２年  町民憲章の制定 

平成２３年  町制施行５０周年記念・宗谷管内移管記念ＤＶＤ制作（各種記念事業） 

平成２４年  天塩の國づくり会議発足（西天北５町）、幌延市街地の４つの自主防災組織

が参加した防災訓練を実施 

平成２９年  認定こども園を新築オープン 

平成３０年  町開基１２０周年記念式典 

 

町 名 の 由 来 

*「ほろのべ」は、アイヌ語で「ポロ」「ノプ」の転訛であって「大平原」を意味している。町の西

部に広がる茫洋たるウブシ原野・サロベツ原野を望み、このように呼んだものと思われる。 

 

◎ 交  通 

    幌延町は、天塩川河口の流域にあって、大正の末期までは天塩川を交通の便としていたが、

大正15年待望の国鉄宗谷線が全通となり、昭和11年には、幌延・遠別が開通し、昭和33年

に至り羽幌線が全通して、幌延町は宗谷本線・羽幌線の交差点となった。また、道路も国道

40号線並びに232号線の分岐点、更に浜頓別に至る道道もあって、道北部の要路となった。 

   しかし、一方においては、自動車の大衆化・社会化に対応する道路網の発達が著しく、国鉄

の果たした役割を惜しまれながらも赤字ローカル線の廃止並びに分割・民営化が進められ、昭

和62年3月羽幌線が廃止された。 

   平成２２年３月には、高規格幹線道路ネットワーク（幌延・豊富バイパス）が完成し、稚内

市までのアクセスがおよそ４０分となった。 

   令和２年には、国道40号天塩防災事業として、長年の懸案事項であった天塩大橋の架け替

え工事が完了し、令和５年９月、高規格幹線道路ネットワーク（幌延・豊富バイパス）に接続

された。今後、稚内市から名寄市間の交通利便性が期待されている。 
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◎ 産  業 

   幌延町は広大な土地を有しており、基幹産業は酪農である。令和６年 11 月末現在の酪農家

戸数等は５７戸（昨年５８戸）、乳牛６，３４９頭（昨年６,５１９頭）、肉用牛３３０頭（昨

年 4０８頭）、令和６年産乳量２８，３１３ｔ（昨年 3０,3２５ｔ）となっている。酪農振興

施策では、コントラクター事業への補助や担い手対策事業、町営大規模草地の造成、土地基盤

整備、農業近代化等、農業経営の安定を図ってきたが、近年は、牛乳消費の低迷、加工原料乳

の限度数量の引き下げ、飼養頭数の多頭化、経営の大規模化、円高による飼料の高騰などによ

り農業経営は一層厳しさを増してきている。 

 

◎ 観  光 

   幌延町は、利尻・礼文・サロベツ国立公園の玄関口であり、観光の名所はサロベツ原生花

園、パンケ・ペンケ沼、浜里原生砂丘林、名山台、名林公園、森林公園、トナカイ観光牧場な

どがある。なかでも代表的な名所はサロベツ原生花園であり、高山植物が四季折々に咲き乱

れ、野鳥がさえずり、春や秋には雪化粧した利尻富士がパンケ沼に映え、その景観は訪れる

人々を魅了し、十分楽しませてくれる“花・鳥・動物”の宝庫である。 

   また、トナカイ観光牧場を現在の場所へ平成 11 年にリニューアル移設し、最北の観光拠点

の一施設として道内外からの訪問客がある。平成１９年には観光牧場隣接地に幌延深地層研究

センターＰＲ館「ゆめ地創館」が完成し、観光施設として相乗効果が期待されている。 

   平成３０年５月には、ＪＲ幌延駅構内に幌延町移住情報ＰＲ支援センター「ホロカル」が開

設され、ミズナラ樽で熟成された日本酒やワイン、幌延産のハチミツなどの特産品も販売され

るようになった。 

町の中には、書の美術館としては全国的にも珍しい「金田心象書道美術館」もある。 

 

 

３．世帯と人口                          （各年 3 月末現在） 

年 次 世 帯 数 人   口 
前  年  対  比 

世  帯 人  口 

平 成 元 年 １,０６１ ３,４３３ △   １７ △   ５２ 

平 成 ５ 年 １,０３９ ３,１９５ △    ２ △   ５８ 

平 成 1 0 年 １,１１５ ２,９６１ ９ △   ５８ 

平 成 1 5 年 １,２５２ ２,８２７ ２０ △    ９ 

平 成 2 0 年 １,２７１ ２,７０２ １２ △   １６ 

平 成 2 5 年 １,２８２ ２,５７８     ０ △   ４５ 

平 成 3 0 年 １,２４４ ２,３５７ △    ２８ △   ５４ 

平 成 3 1 年 １,２３８ ２,３０２ △     ６ △   ５５ 

令 和 ２ 年 １,２２４ ２,２４５ △    １４ △   ５７ 

令 和 ３ 年 １,２３９ ２,２５７ １５    １２ 

令 和 ４ 年 １,２１３ ２,２０８ △   ２６ △   ４９ 

令 和 ５ 年 １,２２４ ２,１６０ １１ △   ４８ 

令 和 ６ 年 １,１８７ ２,０７０ △   ３７ △   ９０ 

令 和 ７ 年 １,１７１ ２,０１４ △   １６ △   ５６ 
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４．議会の沿革 

明治４２年  天塩村戸長役場より分離、幌延町外一村戸長役場を設置 

大正 ８年  幌延村と沙流村が合併して、２級町村制を施行 

       村議会議員選挙  定数１０名 

大正１０年      〃     定数１２名 

昭和 ４年     〃     定数１８名 

昭和 ８年     〃     定数２４名 

昭和１２年      〃      定数２４名 

昭和１５年  豊富村と分村、補欠選挙を実施 

昭和１６年  村議会議員選挙 

昭和２１年  地方制度改正により、議長選挙実施 

昭和２２年  村議会議員選挙 定数２２名 ４常任委員会 

昭和３５年  ９月町制を施行 町議会となる 

昭和３６年  議会事務局設置条例を施行 

昭和３８年  町議会議員選挙 定数２２名 ４常任委員会 

昭和４２年     〃     定数１８名 ２常任委員会 

       議員の定数を減少する条例の施行、委員会条例の改正 

昭和４６年  町議会議員選挙 定数１８名 

昭和５０年     〃      定数１６名 

昭和５４年     〃      定数１６名 ３常任委員会 

       委員会条例の改正 

昭和５８年  町議会議員選挙 定数１６名 ３常任委員会 

昭和６１年  議員の定数を減少する条例の施行（法定数１６名→１４名） 

昭和６２年  議会会議規則、議会委員会条例の改正 

       町議会議員選挙 定数１４名 ２常任委員会 

平成 ３年     〃      定数１４名 ２常任委員会、議会運営委員会 

       議会会議規則、議会委員会条例の改正 

平成 ４年  議会事務局職員を３名体制（係長を置く） 

平成 ５年  議会委員会条例の改正（課設置条例の改正により） 

平成 ７年  議員の定数を減少する条例の施行（現行１４名→１２名） 

       議会委員会条例の改正（名称、定数、所管の変更） 

平成１１年  議会事務局職員を２名体制 

平成１２年  議会会議規則、議会委員会条例の改正 

平成１４年  議会会議規則の改正 

       議員の定数を定める条例（法定数１４名→１２名） 

平成１７年  議会会議規則の改正 

       議員の定数を定める条例（法定数１２名→１０名） 

平成１９年  議会会議規則・議会委員会条例の改正 

平成２０年  議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の改正（町内日当 800 円廃止） 

       議会会議規則の改正（全員協議会） 

平成２２年  議員の定数を定める条例（法定数１０名→９名） 

       議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の改正（期末手当加算率 1.15 廃止） 

平成２３年  議会委員会条例の改正（組織改編に伴う。→北星園、診療所） 

平成２５年  議会会議規則の改正（地方自治法改正） 

平成２６年  議会会議録ホームページ登載規程 

       議員の定数を定める条例（法定数９名→８名） 

平成２７年  議会委員会条例の改正（常任委員会：総務文教・６名→まちづくり・８名、       

産業厚生・６名→情報推進・８名） 

       情報推進に関する規程（議会広報発行規程廃止） 

平成２８年  幌延町議会議員報酬検討特別委員会の設置 
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平成２９年   議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の改正(報酬額の改正・Ｈ31 年 5 月～) 

       幌延町議会の運営に関する基準の改正（農業委員を公選から町長選任へ） 

       幌延町議会会議録ホームページ登載規程の改正 

        （ホームページに登載する議事録に各常任委員会と全員協議会を加える） 

平成３０年  幌延町議会録音テープ等の取扱いに関する要領の制定 

        （議会、委員会、協議会の議事録作成のための録音テープを会議録調整後

１年間保存し、その後、破棄する） 

平成３１年  幌延町議会傍聴規則の改正（傍聴人受付簿から傍聴人受付票に改正） 

令和 ３年  幌延町議会会議規則の改正（欠席の具体的要件明文化、請願の利便性向上） 

令和 ４年  幌延町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定 

        （長期間議員活動ができない場合の、議員報酬及び期末手当の減額規定） 

令和 ５年  幌延町議会の個人情報の保護に関する条例の制定 

        （個人情報の保護に関する法律改正による新規制定） 

５．議会の構成等 

法 定 数  地方自治法の一部改正(平成２３年５月２日公布)により、人口段階別の上

限数に係る制限の廃止に伴い、地方自治法第９１条第１項の規定により条例

で定めるとされた。 

条例定数  ８名（平成 2７年町議会議員選挙から実施） 

 

                         まちづくり常任委員会（８名） 

               常任委員会   

                         情報推進常任委員会 （８名） 

 

議 長 ─ 副議長    議会運営委員会（５名） 

 

 

              特別委員会 

 

  議会事務局 ２名  事務局長    書記係長 

 

  【一部事務組合議会議員】 

   ・西天北五町衛生施設組合議会   2 名（天塩町、遠別町、豊富町、中川町、幌延町） 

・北留萌消防組合議会       １名（苫前町、羽幌町、初山別村、天塩町、遠別町、幌延町） 
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○ 歴代議長・副議長 

議    長 副  議  長 

代 氏    名 攻 退 任 代 氏    名 攻 退 任 

１ 上 田 義 雄 
Ｓ22・ ４・30 
Ｓ24・ ８・13 

１ 近 正 万 蔵 
Ｓ22・ ４・30 
Ｓ23・ ３・30 

   ２ 大 森 喜一郎 
Ｓ23・ ３・31 
Ｓ24・ ９・15 

２ 大 森 喜一郎 
Ｓ24・ ９・16 
Ｓ26・ ４・30 

３ 橋 本 保 吉 
Ｓ24・ ９・16 
Ｓ26・ ４・30 

３ 井 上 徹 雄 
Ｓ26・ ５・ １ 
Ｓ30・ ４・30 

４ 大 森 喜一郎 
Ｓ26・ ５・ １ 
Ｓ30・ ４・30 

４ 大 森 喜一郎 
Ｓ30・ ５・ １ 
Ｓ39・10・11 

５ 小 島   博 
Ｓ30・ ５・ １ 
Ｓ34・ ４・30 

   ６ 高 橋 幸 久 
Ｓ34・ ５・ １ 
Ｓ39・10・23 

５ 高 橋 幸 久 
Ｓ39・10・24 
Ｓ42・ ４・30 

７ 村 元 利 信 
Ｓ39・10・24 
Ｓ42・ ４・30 

６ 小 島   博 
Ｓ42・ ５・ １ 
Ｓ54・ ４・30 

８ 三田地 米 治 
Ｓ42・ ５・ １ 
Ｓ46・ ４・30 

   ９ 上 山 利 勝 
Ｓ46・ ５・ １ 
Ｓ54・ ４・30 

７ 上 山 利 勝 
Ｓ54・ ５・ １ 
Ｓ58・ ４・30 

10 三 上   隆 
Ｓ54・ ５・ １ 
Ｓ58・ ４・30 

８ 三 上   隆 
Ｓ58・ ５・ １ 
Ｈ ３・ ４・30 

11 大 森 信 夫 
Ｓ58・ ５・ １ 
Ｈ 3・ ４・30 

９ 大 森 信 夫 
Ｈ ３・ ５・ １ 
Ｈ ９・ ２・20 

12 前 田 武 人 
Ｈ 3・ ５・ １ 
Ｈ 9・ ２・20 

10 藤 井 秀 夫 
Ｈ ９・ ２・20 
Ｈ11・ ４・30 

13 笹 井 金 繁 
Ｈ 9・ ２・20 
Ｈ11・ ４・30 

11 前 田 武 人 
Ｈ11・ ５・ １ 
Ｈ15・ ４・30 

14 宮 本   明 
Ｈ11・ ５・ １ 
Ｈ11・10・17 

   15 今 野 勝 夫 
Ｈ14・10・30 
Ｈ15・ ４・30 

12 藤 井 秀 夫 
Ｈ15・ ５・ １ 
Ｈ19・ ４・30 

16 大 滝 松 治 
Ｈ15・ ５・ １ 
Ｈ16・ ５・11 

   17 野々村   仁 
Ｈ16・ ６・16 
Ｈ19・ ４・30 

13 野々村   仁 
Ｈ19・ ５・ １ 
Ｈ26・10・23 

18 植 村   敦 
Ｈ19・ ５・ １ 
Ｈ26・12・ ５ 

14 植 村   敦 
Ｈ26・12・ ５ 
Ｈ31・ ４・30 

19 吉 原 哲 男 
Ｈ26・12・ ５ 
Ｈ27・ ４・30 

   20 高 橋 秀 之 
Ｈ27・ ５・ １ 
Ｈ31・ ４・30 

15 高 橋 秀 之 
R 元・ ５・ １ 
R ５・ ４・30 

21 西 澤 裕 之 
R 元・ ５・ １ 
R ５・ ４・30 

1６ 西 澤 裕 之 
R ５・ ５・ ９ 

現 在 
22 齋 賀 弘 孝 

R ５・ ５・ ９ 
現 在 
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○ 議員名簿 
                             （令和７年４月１日） 

 議員番号 氏   名 年齢 職 業 当選回数 党 派 

議   長 ８ 西 澤 裕 之 ５４ 会 社 役 員 ５ 無所属 

副 議 長 ７ 齋 賀 弘 孝 ６４ 酪 農 業 ６ 無所属 

ま

ち

づ

く

り

常

任

委

員

会 

委 員 長 ４ 高 橋 秀 之 ７１ 会 社 員 ５ 無所属 

副 委 員 長 １ 高 橋 秀 明 ７４ 会 社 役 員 ２ 無所属 

委 員 ２ 佐 藤 忠 志 ７４ 会 社 員 ２ 無所属 

委 員 ３ 深 澤 博 幸 ７４ 会 社 役 員 ４ 無所属 

委 員 ５ 植 村   敦 ７３ 酪 農 業 ６ 無所属 

委 員 ６ 無量谷   隆 ７４ 酪 農 業 ６ 無所属 

委 員 ７ 齋 賀 弘 孝     

委 員 ８ 西 澤 裕 之     

情

報

推

進

常

任

委

員

会 

委 員 長 ３ 深 澤 博 幸     

副 委 員 長 ２ 佐 藤 忠 志     

委 員 １ 高 橋 秀 明     

委 員 ４ 高 橋 秀 之     

委 員 ５ 植 村   敦     

委 員  ６ 無量谷   隆     

委 員 ７ 齋 賀 弘 孝     

委 員 ８ 西 澤 裕 之     

議

会

運

営

委

員

会 

委 員 長 ６ 無量谷   隆     

副 委 員 長 ４ 高 橋 秀 之     

委 員 ３ 深 澤 博 幸     

委 員 ５ 植 村   敦     

委 員 ７ 齋 賀 弘 孝     

 

○ 任 期 

・議員任期  ４ 年  自 令和５年５月１日～ 至 令和９年４月３０日 

・議長、副議長、常任委員会正副委員長、議会運営委員会正副委員長 ４年 
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○ 年齢別議員数 

30～ 

39 歳 

40～ 

49 歳 

50～ 

59 歳 

60～ 

69 歳 

70 歳 

以上 

合  計 平 均 

年 齢 
最年長 最年少 

人数 年齢 

－ － 1 1 6 8 558 69.8 74 54 

 

○ 在職年数別議員数 
４年 

未満 

８年 

未満 

12 年 

未満 

16 年 

未満 

20 年 

未満 

24 年 

未満 

28 年 

未満 

32 年 

未満 

36 年を 

超える者 

－ 2 － 1 2 3 － － － 

 

○ 所属党派別議員数 
無所属 自民党 民主党 自由党 公明党 共産党 社民党 保守党 諸 派 

8 ― ― ― ― ― ― ― ― 

 

○ 職業別議員数 

農 業 
商   業 土 木 

建築業 

運 輸 

通信業 

会 社 員 ・ 団 体 員 
無 職 

 内ｻｰﾋﾞｽ  内 役 員 

３ － － － － 5 ３ － 

 

○ 歴代常任委員長（地方自治法施行以後） 
就任年月日 総務・財政 教育・民生 産業・経済 土木・開拓 

S22・５・20 加藤 正一 橋本 保吉 高橋 幸久 安田 義雄 

S24・９・16 加藤 正一 高橋 幸久 上田 義雄 安田 義雄 

S26・５・ １ 安田 義雄 橋本 保吉 上田 義雄 高橋 幸久 

S30・５・ １ 井上 徹雄 高橋 幸久 荘司 音勝 藤井  次二郎 

S34・５・ １ 藤井 春吉 三田地 米治 小島  博 村元 利信 

S38・５・ １ 小島  博 三田地 米治 千葉 成功 見延  伝 

 

（昭和４２年３月２０日委員会条例の改正） 

就任年月日 総       務 産       業 

S42・５・ １ 見  延       伝 千  葉   成  功 

S46・５・ １ 荘  司   忠  男 大  森   信  夫 

S50・５・ １ 荘  司   忠  男 大  森   信  夫 

 

（昭和５４年５月８日委員会条例の改正） 
就任年月日 総務・財政 文教・厚生 産業・建設 

S54・５・ ８ 荘 司 忠 男 大 森 信 夫 笹 井 金 繁 

S58・５・ ６ 荘 司 忠 男 森 崎 信 男 植 村   嗣 

 

（昭和６２年３月１７日委員会条例の改正） 

就任年月日 総    務 産    業 

S62・５・ ８ 森 崎 信 男 笹 井 金 繁 
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（平成３年５月７日委員会条例の改正） 
就任年月日 総務・財政 文教・厚生 議 会 運 営 

H３・５・ ７ 笹 井 金 繁 今 野 勝 夫 藤 井 秀 夫 

 

（平成７年３月９日委員会条例の改正） 

就任年月日 総 務 文 教 産 業 厚 生 議 会 運 営 

H ７・ ５・ ９ 笹 井 金 繁 岡 本 則 夫 川 上 幸 男 

H ８・ ５・22 笹 井 金 繁 藤 井 秀 夫 川 上 幸 男 

H ９・ ２・20 宮 本   明 前 田 武 人 川 上 幸 男 

H11・ ５・11 深 澤 博 幸 今 野 勝 夫 川 上 幸 男 

H14・10・30 深 澤 博 幸 大 滝 松 治 川 上 幸 男 

H15・ ５・ １ 岡 本 則 夫 吉 原 哲 男 深 澤 博 幸 

H19・ ５・ １ 無量谷   隆 齋 賀 弘 孝 吉 原 哲 男 

H23・ ５・ １ 齋 賀 弘 孝 西 澤 裕 之 無量谷   隆 

 

（平成 27 年 5 月 1 日委員会条例の改正） 
就任年月日 まちづくり 情 報 推 進 議 会 運 営 

H27・ ５・12 齋 賀 弘 孝 西 澤 裕 之 吉 原 哲 男 

R 元・ ５・ ９ 齋 賀 弘 孝 植 村   敦 無量谷   隆 

R ２・ １・27 齋 賀 弘 孝 吉 原 哲 男 無量谷   隆 

R ３・ ５・ １ 齋 賀 弘 孝 西 澤 裕 之 無量谷   隆 

R ５・ ５・ ９ 高 橋 秀 之 深 澤 博 幸 無量谷   隆 

 

○ 議員の費用弁償 

区 分 車  賃 日  当 宿 泊 料 

町 内 15 円／㎞ ８００円 ７,０００円 

町 外 30 円／㎞ ２,３００円 １１,３００円 

道 外 － ３,０００円 １４,７００円 

※ 航空運賃、鉄道運賃は往復割引額支給 

※ 船賃は旅客運賃、寝台料金、特別船室料金（運賃の等級を区分する船舶による旅費の

場合） 

※ 町内日当については、宿泊が伴わない場合、支給せず。 

 

○ 議員会 

会員互助と親睦を目的に設立。会費は月額５,０００円（議員の親睦会等は全て議員会において

負担）。 

 

○ 会議規則 

  標準会議規則を採用 

・質問、質疑の回数     ３回 

・一般質問         通告制（議会運営委員会の定めた期間内とする） 

              一問一答方式 

・請願、陳情        原則として委員会付託（議会運営委員会で審査） 

 

○ その他 

（１） 会 議 録    デジタル録音により事務局職員が全文記録 

（定例会・臨時会・常任委員会・特別委員会・全員協議会） 

（２） 議事次第書   事務局において作成 
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（３） 議 会 広 報   広報紙年定期４回・随時発行（平成 10 年４月～） 

告知端末及び町ホームページで会期日程を周知 

本会議、常任委員会、特別委員会、全員協議会の会議録を町ホーム

ページで公開 

（４） 情 報 公 開   平成 13 年４月１日より「幌延町情報公開条例」が施行、議会も実

施機関となっている 

令和５年４月１日より「幌延町議会の個人情報の保護に関する条例」               

が施行。 

（５） 傍 聴 席   議案は閲覧に供し、会期日程、議事日程、一般質問要旨は持ち出し

可能 

 

６．議会開催状況（令和６年） 

○ 定例会・臨時会 

区 分 

会   期   日   数 

傍 聴 人 数 
本会議日数 

休 会 日 の 

委員会日数 

そ の 他 の 

休 会 日 数 
計 

定 

 

例 

 

会 

３月 ３   ３ ３ 

６月 １   １ ０ 

９月 ２   ２ 1 

12 月 １   １ ０ 

計 ７   ７ ４ 

臨時会 ２   ２ ０ 

年間計 ９   ９ ４ 

 

○ 付議事件数 

区 分 

種 類 別 ・ 提 出 者 別 件 数 

町  長  提  出 議 員 提 出 

条例 予算 決算 
その他

事 件 
計 

うち

専決

処分

法

179

条の

み 

条例・

規則 
意見書 発議 その他 計 

定例会 １６ ２６ ７ １４ ６３ ２  ２ ８  1０ 

臨時会 ３ ３  １４ 2０ ６     9 

計 １9 ２９ ７ ２８ ８３ ８  ２ ８  １９ 
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○ 議案の配布             ○ 請願・陳情の審査 

議  案 
議会招集６日前にあらか

じめ配布 

 区  分 請願 陳情 

 本 会 議 即 決 0 0 

会議資料 必要に応じて 
 常 任 委 員 会 で 審 査 0 0 

 議会運営委員会で審査 0 ０ 

 

○ 一般（緊急）質問 
区 分 延べ人数 実 人 数  区  分 請願 陳情 

定 例 会 １３ ６  受 理 件 数 0 ０ 

臨 時 会 － －  審 査 件 数 0 ０ 

関連質問 認めない  審

査

結

果 

採  択 0 ０ 

質問時期 
会 期 の 初 日 

3 月 は ２ 日 目 
 審査せず配布のみ 0 ０ 

通告期限 概ね 7 日前  提出者への通知 0 ０ 

   

○ 意見書（採択分） 

・ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める

意見書 

・国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書 

 

○ 委員会・協議会活動 

 
開 催 延 日 数 調 査 ・ 研 修 活 動 

会期中 閉会中 計 町 内 道 内 道 外 

まちづくり常任委員会  9 9   1 回・1 日 

情報推進常任委員会  3 3 3 回・3 日 1 回・2 日 1 回・1 日 

議会報発行編集委員会  7 7    

議 会 運 営 委 員 会   4  4    

特 別 委 員 会 5    5    

議 員 協 議 会  2 2    

全 員 協 議 会  5 5    

常 任 委 員 会 以 外    4 回・4 日 3 回・5 日 2 回・6 日 

 

 

７．議員報酬等の状況 

○ 議員の報酬                          （単位：千円） 

区分 議 長 副議長 委員長 議 員 手当支給率 

月額報酬 ２５０ ２１０ ２００ １９０ ４４0％ 

改訂年月日 R 元・5・1 R 元・5・1 R 元・5・1 R 元・5・1 R4・11・30 

          ※長期間議員活動ができない場合の減額規定あり。 

 

 

○ 特別職の給料                        （単位：千円） 

区分 町 長 副町長 教育長 手当支給率 

給料額 ７１０ ６００ ５５０ ４４0％ 

改訂年月日 H23・5・30 H23・5・30 H23・5・30 R4・11・30 
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○ 各種委員会委員の報酬                      （単位：円） 

教 育 委 員 会（年額） 農 業 委 員 会（年額） 

委員長 委員 適用年月日 会長 会長代理 委員 適用年月日 

256,800 187,200 H23・6・1 321,300 248,400 220,300 H16・４・１ 

監 査 委 員（月額） 選 挙 管 理 委 員 会（日額） 

学経選出 議会選出 適用年月日 委 員 長 委  員 適用年月日 

46,800 33,300 H16・4・1 8,000 6,800 H16・４・１ 

○ 参考人の費用弁償 
    ・日当 ８００円 

 

８．予算の状況 

  一般会計【令和６年度当初予算】                   （単位：千円） 

歳      入 歳      出 

款 金  額 構成比 款 金  額 構成比 

１ 町       税 510,092 8.5 １ 議 会 費 53,758 0.9 

２ 地 方 譲 与 税 92,326 1.5 ２ 総 務 費 803,815 13.4 

３ 利 子 割 交 付 金 200 0.0 ３ 民 生 費 1,151,203 19.3 

４ 配 当 割 交 付 金 800 0.0 ４ 衛 生 費 339,043 5.7 

５ 株式等譲渡所得割交付金 800 0.0 ６ 農林水産業費 747,571 12.5 

６ 法人事業税交付金 6,000 0.1 ７ 商 工 費 193,085 3.2 

６ 地方消費税交付金 65,000 1.1 ８ 土 木 費 1,270.467 21.2 

７ 環境性能割交付金 6,500 0.1 ９ 消 防 費 177,459 3.0 

８ 地 方 特 例 交 付 金 10,000 0.2 10 教 育 費 477,512 8.0 

９ 地 方 交 付 税 2,270,000 38.0 11 災害復旧費 2 0.0 

10 交通安全対策特別交付金 500 0.0 12 公 債 費 751,085 12.6 

11 分担金及び負担金 6,473 0.1 14 予 備 費 15,000 0.3 

12 使用料及び手数料 184,361 3.1    

13 国 庫 支 出 金 406,741 6.8    

14 道 支 出 金 267,404 4.5    

15 財 産 収 入 68,184 1.1    

16 寄 附 金 16,567 0.3    

17 繰 入 金 912,370 15.3    

18 繰 越 金 40,000 0.7    

19 諸 収 入 135,482 2.3    

20 町       債 980,200 16.4    

歳 入 合 計 5,980,000 100.0 歳 出 合 計 5,980,000 100.0 
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特 別 会 計【令和６年度当初予算】（単位：千円） 

国民健康保険特別会計 ３５３，１１３ 

国民健康保険診療所会計 ６５０，４５１ 

後期高齢者医療会計 ６１，６８７ 

介 護 保 険 会 計 ２５９，１９９ 

簡 易 水 道 事 業 会 計 １７５，０３５ 

下 水 道 事 業 会 計 ４７９，３３３ 

合   計 １，９７８，８１８ 

 

○ 議会費                             （単位：千円） 

予 算 の 内 訳 令和６年度当初予算 令和５年度当初予算  

１  報         酬 １９，５６０ １９，４４０ 

３  職 員 手 当 ７，３３５ ７，１２８ 

４  共 済 費 ５，５２１ ５，９２２ 

８  旅         費 ３，６７３ １．１４０ 

９  交 際 費 ７５ ６０ 

10 需 用 費 ７０４ ８１５ 

13 使 用 料 及 び 賃 借 料 １，０２５ ５３４ 

18 負担金補助金及び交付金 ７ ９１ 

合    計 ３７，９００ ３５，１３０ 

  （職員の給与は除く） 

 

９．議会施設の概要 
○ 議 会 議 場  議長席、事務局長席、提案者演壇、質問者演壇、議員席 18 席、説明員席 25 席、

傍聴席 34 席、記者席４席、放送録音操作席（マイク－集中操作方式、録音－連

続録音 デッキ２台） 

○ 正副議長室  事務用机・椅子（２人分）、ロッカー２台 

○ 議 員 控 室  会議用机・椅子（10 人分）、ロッカー14 台 

○ 委員会議室  会議用机・椅子（24 人分） 

○ 委 員 会 室  会議用机・椅子（８人分） 

○ 議会事務局室  事務用机・椅子（３人分） 

○ 図 書 室  図書 

○ 物 品 庫  主に書庫として使用 

 

10．主な公共施設 
○ 教育施設 

  学校教育 

   ・小学校２校、中学校２校、給食センター１ 

  社会教育 

   ・生涯学習センター２、体育館１、プール２、書道美術館１、スキー場１、スポーツ公園１ 

○ 社会福祉施設等 

・老人福祉センター１、寿の家１、障がい者支援施設１、町立診療所１、町立歯科診療所１、 

認定こども園１、保育所１、生活改善センター６、集会施設７、農村環境改善センター１、 

保健センター１、食肉加工施設１ 
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原子力関連施設に係わる議会運営・活動経過 
 

 

昭和５５年１１月 原子力発電所に係わる行政視察調査 

 １２月視察調査結果を議員協議会で報告（全員了解） 

５６年 １月  原子力施設誘致調査特別委員会を設置 

（全員構成 16 人、小委員会設置８人） 

５７年 ５月 原子力施設誘致調査特別委員会が最終調査報告 

５８年 ６月 原子力施設誘致促進特別委員会（８人/16 人） 

５９年 ７月 原子力関連施設（放射性廃棄物研究・貯蔵施設）誘致を議決する。 

平成  ８年 ９月 原子力関連施設誘致実現に関する請願を採択 

 原子力関連施設の海外調査視察を実施（議員４名 ｽｲｽ･ﾍﾞﾙｷﾞｰ･ﾌﾗﾝｽ） 

９年 ５月 原子力関連施設の海外調査視察を実施（議員３名 ﾌﾗﾝｽ･ｶﾅﾀﾞ･ｽｳｪｰﾃﾞﾝ） 

１１年 ３月 原子力施設誘致促進特別委員会調査中間報告し、その後議員任期切となり消滅 

５月 深地層研究施設等調査特別委員会を設置（全員構成） 

１２年 ４月 深地層研究施設等調査特別委員会が最終調査報告 

５月 町長提案の「深地層の研究の推進に関する条例」を賛成多数で可決 

 議員提案の「放射性廃棄物等の持ち込み拒否に関する条例」を賛成少数で否決 

 深地層研究施設立地による地域振興促進特別委員会を設置（10 人/12 人） 

１３年 １月 深地層研究施設立地による地域振興促進特別委員会が最終調査報告 

 深地層研究施設対策特別委員会を設置（６人/12 人） 

１６年１１月 原子力機構関連施設に係わる中央要請 

１９年 ３月 深地層研究施設対策特別委員会最終報告 

２５年１１月 原子力機構関連施設に係る中央要請 

  



 

幌延町議会施設の概要 
１．議会施設の面積（概算）   

 ( 1 ) 正副議長室   ６２.８５ ㎡  

 ( 2 ) 議会事務局室  ４３.４２ ㎡ （うち給湯室４.４ ㎡） 

 ( 3 ) 図 書 室   ２５.５０ ㎡  

 ( 4 ) 議 員 控 室  ８２.１３ ㎡  

 ( 5 ) 委員会議室  ５８.５８ ㎡  

 ( 6 ) 議 会 議 場  ２１２.０４ ㎡  

 ( 7 ) 委 員 会 室  ２７.４５ ㎡  

 ( 8 ) 物 品 庫  ７.２５ ㎡  

＊参考 ( 9 ) 監査委員室  ３６.４５ ㎡  

＊参考 (10) 和 室  ６４.９８ ㎡ （36 帖 床の間付） 

＊参考 (11) ト イ レ  １７.２５ ㎡ （３階 共通） 

２．各室の設備等   

 ( 1 ) 正副議長室  ・事務用机、椅子 ２  

  ・応接セット ７脚 （1人掛けｿﾌｧｰ)テーブル2卓 

  ・議員出退表示器 １  

  ・ロッカー ２ （正副議長用） 

  ・洗面台 １  

 ( 2 ) 議会事務局室 ・事務用机・椅子 ３  

  ・電 話 ２台 （局長席１、係長席１） 

  ・議場連絡用電話 １台  

  ・応接セット ４脚 （１人掛ｿﾌｧｰ）、テーブル１卓 

  ・議員出退表示器 １  

  ・放送設備 １ （庁内用、開始ブザー） 

 ( 3 ) 図 書 室  ・書 棚   

 ( 4 ) 議 員 控 室 ・ロッカー 14（空き 6） （議員用） 

  ・電 話  １台  

  ・応接セット 10 脚 （１人掛ｿﾌｧｰ)、テーブル７卓 

  ・テレビ、ビデオ 各１台  

  ・洗面台 ２  

 ( 5 ) 委員会議室 （議員協議会、常任委員会等、議会開会中の主幹・主査の控室に使用） 

  ・会議用机・椅子  24 席 （机 12） 

  ・電 話 １台  

  ・議場連絡用電話 １台  

  ・デジタル録音器 １台 （マイク・10 台） 

 ( 6 ) 議 会 議 場 ・議長席、事務局長席、提案者演壇、質問者演壇 

  ・議員席 18 席  

  ・説明員席 25 席  

  ・傍聴席 34 席  

  ・記者席 ４席  

  ・放送録音操作席 (マイク‐集中操作式、録音‐連続録音デッキ・デジタル録音器) 

  ・議場連絡用電話 １台  

 ( 7 ) 委 員 会 室 （議会報発行特別委員会、各種会議に使用） 

  ・会議用机・椅子 ８席 （机 1） 

  ・電 話 １台  

 ( 8 ) 物 品 庫 ・書 棚   

＊参考 ( 9 ) 監査委員室 ・事務用机・椅子 ３台  

  ・電 話 １台  

  ・応接セット ３脚 （１人掛 3）テーブル 1 卓 

  ・テレビ・ビデオ  各１台  

＊参考 (10) 和 室 ・座 卓 10 卓  

  ・電 話 １台  

＊参考 (11) ト イ レ ・男子 小便器３、大便器２（洋）、手洗い１ 

  ・女子 大便器２（和・洋）、手洗い１ 
 


